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　かれこれ10年以上も前になるでしょ

うか、天使が大変なブームになったこと

があります。天使をデザインした商品に

始まって、天使を専門的に研究した書籍、

天使を主人公にした映画、そして“天使と

出会う”スピリチュアルな講座など。正直、

「私たちの身のまわりにも、天使って存在

している」と思っている私は、それぞれの

分野でどのように天使を取り上げている

か興味があったので、書籍を購入し映画

を観て講座に出て……と夢中になったこ

とがあります。

　その中で、いまでも印象に残っている

のは、この世界では私たち一人ひとりに

守護天使が存在していて（それはこの世

に存在している人、あるいはすでにこの

世に存在していない人を指すこともあ

り、私たちの誰もが誰かの守護天使に成

り得ると言い）、私たちに生きていく上で

の智恵や方法を、何らかの形で教えてく

れているというのです。

　それは、私たちが何か大きな悩みや問題

にぶつかったとき、その答えを直接言葉や行

動で示してくれることもあれば、その解決方

法を私たちの内に閃きとして、または過去の

記憶の中から届けてくれたりと、いずれもが

守護天使の仕業……と言うのです。

　私の知り合いのＳさん。彼女はクリス

チャンホームに生まれ育ち、自らも信仰

が厚く、いつも元気一杯。まるで、光り輝

く太陽かヒマワリの花のような女性。そし

て、彼女の存在はどんな時でも、周りにい

る人たちを明るく前向きにしてくれるの

です。まさに、彼女は私たちの心に力をも

たらしてくれる守護天使そのもの。

　その彼女から、先日電話がありました。

ところが、電話の向こうの彼女の声はい

つもと違います。私の名前を呼ぶ声からし

て、何か元気がありません。「実は、こんど

仕事でいくつかの場所を訪問しなければ

ならないのですが、何か今までにない不安

を感じています。どうしてその様な気持ち

になるのか、良く分からないけれど……」。

　彼女のその言葉に対して、年下の私は

どう答えて良いのか分かりませんでした。

が、次の瞬間、私の中にいくつもの白い天

使の羽が見えたのです。そして、続けて私

の口から「今、私のイメージの中にたくさ

んの天使の羽が見えました。それは、Ｓさ

んのご家族やＳさんのことを知っている

人たち一人ひとりのことだと思います。そ

のみんなが天使の羽になって、Ｓさんの

背中にくっついて、Ｓさんを軽くして導い

て行ってくれます。そして、行く先々での

お仕事を守ってくれるから大丈夫です！」

という言葉が、自然に出てきたのです。

　そして、一寸の間があって「どうもあ

りがとう。そう言って頂いて、涙が出てき

そうです。たくさんの天使が一緒にいて

くれるって分かったら、元気が出てきま

した。Ｊさん、そうあなたも私の天使です

ね！」とＳさん。電話で話していた時間は

決して長くはありませんでしたが、不思

議な時間の流れでした。

　このように、誰もが誰かの力や支えに

なっているのです。それを、私は天使の存

在と表現します。でも、ここで忘れてなら

ないのは、それは神様から遣わされた天使

であって、それは神様の働きそのものを意

味している、ということです。

　今日も、たくさんの天使が行き交って

います。いろいろな人の助けになる為に、

忙しく飛び廻っています。私の上を、そし

て、あなたと私の間を……。
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第6回　ユダヤ式の教育に学ぶ　その2

】仗謄完ｙ完能ｒｚ‒迅ｙ轄妃義ｖ士Ｖｑ‒怖摂‒怖

洞‒怖灘ｙ完症ｊｌＱｈそｉそｙまヅよｙ記添換潔

ｖ晋せ猪つｒＩくｄ｠骸騒ぃｓせｙｄぁずｂＩ銀胎

Ｑ完能ｖぐｕＳぜ畝窪ｒｄ｠

】ｈつｕｓＲ‒うｓるやヅわ紋企騒凛協れｓＩＫ作佩

っ唱Ｉ芸Ｘｂくｂｊ｠

】薬質ｙぺテケへデェぱさケドテわ‒ＧぜＩｚ

ェチそツそまｕｔｙ天箸召ｒｚ‒岱虐渠質Ｐず階翠

ｂｑ倔ｊ庭質但‒庭累釣ｙ騒しＱ翠ぐ‒ｈそｉそｙ窄

丿ｙ紋企さ拍藩Ｑ担塁ｕガヅハよっｓｎｑＩくｄ｠

左ｂｑ尺ｃずｕＩこｙっ祥ｌｕＱずこ‒Ｏ晒Ｉｖｈ

そｉそＱ女些っ薪Ｖ‒くｊ从ＭｑＩくｄ｠Ｘそっ‒粥

纂ｒｯﾊﾎﾎﾀｿZｮｼﾇｼｿへ肋終やヅわほｓ柵つｒＩくｄ｠

】ｏくせ‒ぼチふテさイズイ‒りドテｖトゎよ‒ぱジ

ぺゥこＧそぁ袖終こＧせくｄ｠Ｘそずｙ肋終ｚｈそ

ｉそ‒奏こＰｊｌこ倫こ識せこ開ｕぜｙｒｄＱ‒Ｘそ

ずｚｔそこぐｕ天棚ｕこｙｒｄ｠ｈｂｑ‒ｈそずｙ肋

終ｖゥトをゆハみっｈｈＵｓ‒ｄぁずｂＩ内匳ｙｓ

そｊ肋終やヅわｓｂｑｙ裾倔禅Ｑせｒｄ｠ＸｙＸｓ

っるやヅわ紋企騒凛協れｓ柵ぇｙｋｈＫｒｄ｠

】慮沌‒完能ｒ于ぇ完症‒完譲ｒ叩ぐ露ｖ府洞ｄぜ完

症‒Ｘｔこｙ幾ｒＯくくＹｓっｄぜ完症‒ゲヅハもｖ

糎ｎｑ于ぇ完症‒ｈそｉそＱ訟木ｙ屍ぐｖ肝ｃｑ卿

ｂＴ于いｕＱず‒ｈそｉそｖ女些ｂ七Ｉ腿灘ｂｑし

Ｒくｄ｠仗謄完ｙ洞ｒ晋猪つｒＩぜ轄妃義‒ｈＸｖ炊

Ｋ完症ｊｌ‒Ｇｙるやヅわ紋企騒凛協れ背ｖＩＫｕず

ぁ‒奏こＰｊｌこ倫こ識せこ開ｕぜ肋終‒ｈそｉそｙ

崖ＩＱ陽ＰＺｓｕｎｑ‒稼ｓＩＫゥトをゆハみっｈ

ｈＵｓ‒曹こ走諦こ陽Ｐｖｕせ‒ｄぁずｂＩ轄妃義や

ヅわｓｕせｈＫｒｄ｠轄妃義Ｑ卿ｂぐｒｄ｠

へ完灘ほ
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【祈りの言葉】

イエスよ、真心からあなたの苦難を

思い、自分の罪を悔いるようにして

ください。隣人の苦しみに冷淡にな

るような意思から解放し、主を愛す

る心を与え、隣人の中にあなたを見

出していくことができますように。
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